
５
月
３
日
（
月
・
憲
法
記
念
日
）
、

「
憲
法
九
条
の
碑
」
の
除
幕
式
が

小
淵
山
観
音
院
で
行
わ
れ
、
約
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
石
川
良
三
市
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
伊
藤
千
尋
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

石
碑
の
高
さ
は
１
６
５
セ
ン
チ
、

幅
は
２
３
６
セ
ン
チ
で
、
表
面
に

は
日
本
国
憲
法
前
文
と
第
九
条
、

背
面
に
は
建
立
の
趣
旨
と
募
金
者

名
（
希
望
者
３
２
０
名
、
30
団
体
）

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
募
金
者
は
、

匿
名
希
望
者
１
１
４
名
を
含
め
て

４
３
４
名
で
、
募
金
総
額
は
３
６

５
万
７
２
２
２
円
で
し
た
。

「
春
日
部
に
憲
法
九
条
の
碑
を

建
て
る
会
」
代
表
世
話
人
の
牛
山

積
さ
ん
は
、
安
倍
政
権
が
集
団
的

自
衛
権
を
閣
議
決
定
し
、
戦
争
法

を
国
会
で
強
行
し
た
経
過
に
触
れ

な
が
ら
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言

を
し
て
い
る
春
日
部
市
に
建
立
し

た
こ
と
は
、
首
都
圏
に
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
を
輝
か
せ
、
大
い
に
意
義

の
あ
る
こ
と
で
す
。
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

ま
た
、
場
所
を
提
供
し
た
小
淵

山
観
音
院
住
職
の
尾
花
樹
芳
さ
ん

は
、
開
眼
法
要
後
「
こ
の
石
碑
を

通
し
て
憲
法
や
戦
争
と
平
和
の
こ

と
を
考
え
る
場
に
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

憲
法
九
条
の
碑
は
沖
縄
県
を
は

じ
め
全
国
各
地
に
18
カ
所
あ
り
ま

す
が
、
関
東
地
方
で
は
茨
城
県
に

２
カ
所
あ
る
だ
け
で
首
都
圏
で
は

初
め
て
の
建
立
で
す
。
現
在
、
都

内
で
も
建
立
の
と
り
く
み
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

「
憲
法
九
条
の
碑
」
小
淵
山
観
音
院
に
建
立

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）
に
除
幕
式
開
催
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首
都
圏
で
初
め
て
の

平
和
の
シ
ン
ボ
ル

「憲法9条の碑」除幕式で挨拶する石川良三市長

春日部９条の会講演会(ご案内)

6月19日(土)14時
市民文化会館3階 大会議室

「輝け、九条の碑!

政治を特権層から

市民の手に」

伊藤千尋さん
(元朝日新聞記者)

※参加費無料、マスクの
着用をお願いします。



 
 

                      

                名
字
の
使
用
は
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、

明
治
８
年
に
名
字
の
使
用
が
義
務
化

さ
れ
た
後
も
、
明
治
９
年
の
太
政
官

指
令
で
「
妻
は
実
家
の
氏
を
用
い
る

こ
と
」
と
定
め
ま
し
た
。
つ
ま
り
夫

婦
別
姓
と
定
め
た
の
で
す
。 

 

夫
婦
同
姓
の
義
務
は
明
治
31
年

公
布
の
民
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の

で
、
長
い
日
本
の
歴
史
か
ら
比
べ
る

と
伝
統
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 
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３
月
定
例
市
議
会
に
新
日

本
婦
人
の
会
春
日
部
支
部
よ

り
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導

入
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
新
政
の
会

な
ど
の
反
対
で
不
採
択
と
さ

れ
ま
し
た
。
（
右
表
参
照
） 

 

      

結
婚
し
た
ら
、
ど
ち
ら
か
一

方
の
姓
を
名
乗
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
「
夫
婦
同
姓
」
を
法
律
で

義
務
付
け
て
い
る
の
は
世
界
で

日
本
だ
け
で
す
。
ま
た
、
結
婚
で

姓
を
変
え
る
の
は
96
％
が
女
性

で
す
。
外
国
人
と
の
結
婚
や
離

婚
の
際
の
姓
は
選
択
で
き
ま
す

が
、
日
本
人
同
士
の
結
婚
で
は

同
姓
が
強
制
的
義
務
と
さ
れ
た

ま
ま
で
す
。 

    

内
閣
府
の
調
査
（
18
年
）
で
選

択
的
夫
婦
別
姓
に
賛
成
は
43
％

で
、
反
対
の
29
％
を
上
回
り
ま

し
た
。
直
近
の
各
種
調
査
で
は

賛
成
が
７
割
（
朝
日
）、
高
校
生

を
中
心
と
し
た
調
査
（
学
校
総

選
挙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
９ 

     

割
が
賛
成
で
す
。 

 

国
民
は
、
選
択
で
き
る
社
会
、

個
々
の
人
格
や
多
様
性
が
認
め
ら

れ
る
社
会
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
最
高
裁
も
１
９
８
８
年
に
「
氏

名
は
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
個
人
の
人

格
の
象
徴
」
と
判
断
し
て
い
ま
す
。 

 

「
旧
姓
と
新
姓
の
論
文
が
同
一

人
物
の
成
果
と
み
な
さ
れ
ず
、
正

当
な
評
価
が
得
ら
れ
な
い
」「
姓
が

変
わ
っ
た
た
め
取
得
し
た
資
格
が

消
滅
、
再
取
得
が
必
要
と
な
っ
た
」

な
ど
、
同
姓
強
制
で
多
く
の
不
利

益
が
起
き
て
い
ま
す
。 

 
 

   

反
対
派
は
「
夫
婦
同
姓
」
を
日
本

の
伝
統
と
言
い
ま
す
が
、
そ
も
そ

も
明
治
以
前
は
農
民
、
町
民
に
は 

 

 

「
夫
婦
同
姓
」
法
律
で
義
務
付
け 

 
 
 
 
 
 

世
界
で
唯
一
日
本
だ
け 

 

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」 

 

７
割
が
賛
成
（
朝
日
） 

 

会派名 賛否

松本浩一 卯月武彦 並木敏恵

大野とし子 今尾安徳 坂巻勝則

楱野博 石川友和 水沼日出夫

金子進 鬼丸裕史 滝澤英明

山崎進 河井美久

永田飛鳳 吉田稔 山口剛一

海老原光男 栄寛美 小久保博史

木村圭一 鈴木一利 荒木洋美

武幹也 栗原信司 中川朗

●

〇

●

●

不採択結果

前進かすかべ。
未来の会 ●

公明党 〇

無所属

井上英治

古沢耕作

岩谷一弘

☆酒谷和秀

●

◎紹介　〇賛成　●反対☆NHK受信料を支払わない方法を教える党

選択的夫婦別姓制度の導入を求める請願

所属議員（敬称略）

日本共産党 ◎

新政の会

佐藤一（議長の為、票決しない）

 

「
夫
婦
同
姓
」
は 

伝
統
と
は
言
え
な
い 

 

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
求

め
る
請
願
」
不
採
択 


